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幸
い
に
も
当
該
高
圧
ホ
ー
ス
の
出
荷
率
は
徳
島
県
と

愛
知
県
の
２
県
だ
け
が
製
造
事
業
者
の
ご
理
解
で
１
０

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
販
売
事
業
者
が
期
限
を

前
倒
し
し
て
で
も
、
現
ホ
ー
ス
と
の
交
換
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
期
に
及
ん
で
費
用
の
事
に
言
及
す
る
の

は
避
け
て
下
さ
い
。
そ
ん
な
議
論
の
余
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。
容
器
が
流
さ
れ
中
身
の
ガ
ス
を
全
て
失
う
こ
と
の
方

が
遥
か
に
大
き
な
損
失
に
な
る
の
で
す
か
ら
。 

 

私
は
今
回
の
任
期
二
年
を
「
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ

ー
ス
」
設
置
促
進
を
、
数
多
い
協
会
事
業
の
中
の
最
優
先

課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧

ホ
ー
ス
取
付
け
に
格
段
の
ご
理
解
を
お
示
し
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

■
新
執
行
部
紹
介 

▼
会
長 

中
岸
雅
夫
（
鳴
門
ガ
ス
）
▼
副
会
長 

久
米
哲

生
（
ス
タ
ン
）
／
宮
﨑
一
成
（
宮
崎
商
事
）
／
和
西
輝
記

（
ジ
ェ
イ
エ
イ
徳
島
燃
料
サ
ー
ビ
ス
）
／
石
川
雅
史
（
石

川
石
油
ガ
ス
）
▼
専
務
理
事 

寒
川
洋
甫
（
徳
島
県
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
協
会
） 
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か
分
か
ら
な
い
南
海
地
震
に
備
え
、
そ
の
対
応
は
ま
さ
に

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
こ
の
二
年
間
で
目
処

を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

減
災
の
た
め
の
具
体
的
施
策
と
し
て
会
員
の
皆
様
に

一
つ
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
ガ
ス
放
出
防
止

型
高
圧
ホ
ー
ス
」
の
取
付
け
推
進
で
す
。
テ
レ
ビ
か
ら
見

た
あ
の
津
波
の
映
像
は
皆
さ
ん
も
脳
裏
に
焼
き
付
け
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
容
器
が
無
残
に
供
給
設
備
か

ら
引
き
ち
ぎ
れ
流
さ
れ
て
い
た
あ
の
光
景
、
中
に
は
残
ガ

ス
に
引
火
し
青
い
炎
を
上
げ
な
が
ら
流
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
あ
の
よ
う
な
状
況
を
無
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
当
該
高
圧
ホ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
は
ガ
ス
が
漏
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

高
圧
ホ
ー
ス
の
有
効
性
が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

来
る
べ
き
南
海
地
震
、
あ
る
い
は
東
海
、
東
南
海
と
の

三
連
動
巨
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
東
北
同
様
の
津
波
が
押

し
寄
せ
て
来
る
事
は
必
至
、
最
早
想
定
内
と
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
万
一
そ
う
い
っ
た
事
態
に

な
れ
ば
、
「
生
き
残
っ
た
者
」
が
協
力
し
、
避
難
所
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
ガ
ス
設
備
の
確
保
を
行
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。
流
さ
れ
た
容
器
を
回
収
し
、
残
ガ
ス
が

あ
れ
ば
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
容
易
に
可
能
と
な
り

ま
す
。 

発行  社団法人 徳島県エルピーガス協会 

会
長
挨
拶 

 
 

中
岸 

雅
夫 

第
四
十
五
回 

通
常
総
会  

開
催 

5月26日

 

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会

お
よ
び
新
任
理
事
会
に
お
い
て
新
執
行
部
人
事
を
決
定
し
た
。

全
会
一
致
で
中
岸
会
長
（
重
任
）
が
承
認
さ
れ
、
新
事
業
年
度

に
向
け
て
の
所
信
表
明
を
行
っ
た
。 

 

第
二
回 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
寄
附 

五
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
通
常
総
会
お
よ
び

新
任
理
事
会
に
お
い
て
、
引

き
続
き
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
ず
は
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
深
く
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
震
災
で
私
は
少
し
人
生
観
が
変
わ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
十
六
年
前
の
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
、

そ
の
後
、
死
生
観
に
つ
い
て
考
え
る
年
回
り
で
も
あ
り
ま

し
た
し
、
無
神
論
者
で
あ
る
私
で
さ
え
神
が
与
え
る
試
練

は
こ
れ
ほ
ど
酷
い
も
の
な
の
か
と
考
え
て
し
ま
う
程
で

し
た
。 

 

こ
の
状
況
下
、
再
任
、
三
期
目
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

協
会
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
防
災
特
に
減
災
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
早
急
に
打
ち
た
て
実
施
、
実
現
す

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
も
い
つ
襲
っ
て
く
る

 

 

 

第
１
回
の
締
切
り
以
降
、
会
員
の
皆
様
よ
り
寄
附
を
頂

い
た
義
援
金
の
募
集
を
六
月
三
十
日
に
締
切
り
ま
し
た
。

第
２
回
目
の
義
援
金
総
額
は
１
８
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

全
額
は
日
本
赤
十
字
社
徳
島
支
部 

を
通
じ
七
月
一
日
、
東
日
本
被
災 

県
に
寄
附
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。
徳
島
新
聞
七
月
二
日
掲
載
→ 
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を
聴
講
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
と
し
て
勝
ち
残
る
た
め
に
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
と
温
水
床
暖
房
を
標
準
仕
様
と
し
た
シ

ス
テ
ム
の
提
案
、
こ
れ
に
太
陽
光
発
電
を

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
た
付
加
価
値
の
高
い
機

器
を
提
案
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
無
駄
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、

有
効
利
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
顧
客
の
ニ

ー
ズ
は
省
エ
ネ
で
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

が
今
後
の
有
力
な
条
件
に
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
講
習
会
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し

て
今
や
る
べ
き
一
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
）

経  営 
講習会 

エエエ
ネネネ
フフフ
ァァァ
ーーー
ムムム
ののの   

概概概
要要要
ににに
つつつ
いいい
ててて   

在
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
拡
販
に
取
組
み
信
頼
さ
れ
喜

ば
れ
る
必
要
が
あ
る
。
販
売
を
促

進
す
る
た
め
の
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

拡
販
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
企
画
に
つ

い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。
③
原
料
調
整
制
度
導
入
に
つ

い
て
、
資
源
エ
ネ
庁
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

業
界
の
小
売
料
金
に
つ
い
て
高
値

硬
直
化
を
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
超
過
利
潤
を

還
元
す
る
方
法
と
し
て
原
料
調
整

制
度
を
導
入
す
る
と
の
意
見
は
あ

る
が
、
当
協
会
と
し
て
は
原
料
調

整
制
度
の
導
入
実
態
を
把
握
し
て

お
ら
ず
不
明
で
あ
る
た
め
、
会
員

の
導
入
状
況
お
よ
び
意
向
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
導
入
の
実
態
を
明

確
化
し
導
入
賛
否
の
検
討
課
題
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
経
済
部
会
担
当  

副
会
長 

久
米
哲
生
）

 

六
月
二
十
一
日
経
済
部
会
が
開

催
さ
れ
、
部
会
長
に
泉
雅
之
氏
（
鳴

門
ガ
ス
）、
副
部
会
長
に
近
藤
浩
二

氏
（
金
丸
商
店
）、
河
野
隆
文
氏
（
鳴

門
ガ
ス
）
の
両
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

 

今
年
度
の
経
済
部
会
と
し
て
下

記
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
①
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
導
入

に
つ
い
て
、
今
回
の
大
震
災
以
降
、

関
心
は
強
く
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て

い
る
。
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
１
社

１
台
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
価
格
引
下
げ
を
図

り
、
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
商

品
と
す
る
た
め
に
は
自
ら
が
機
器

を
導
入
す
る
こ
と
。
ま
た
本
年
度

の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
補
助
金
（
総
額

８
７
億
円
）
は
昨
年
度
よ
り
も
申

請
件
数
が
多
い
た
め
、
早
急
に
提

出
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
の
販
売
促
進
に
つ
い

て
、
給
湯
器
と
し
て
事
実
上
の
標

準
化
認
定
品
で
あ
り
積
極
的
に
販

売
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
。
お
客

様
が
節
約
志
向
に
向
い
て
い
る
現

■■■新新新役役役員員員名名名簿簿簿    
役職名 氏 名 所 属 

顧  問 福 山    守 徳島県議会議員 

相談役 宮 﨑    武 宮崎商事（株） 

会  長 中 岸 雅 夫 鳴門ガス（株） 

副会長 宮 﨑 一 成 宮崎商事（株） 

〃 久 米 哲 生 （株）スタン 

〃 和 西 輝 記 ｼﾞｪｲｴｲ徳島燃料ｻｰﾋﾞｽ（株） 

〃 石 川 雅 史 石川石油ガス（株） 

専務理事 寒 川 洋 甫 （社）徳島県エルピーガス協会

理  事 麻 野 怡 弘 丸善商事（株） 

〃 神 原    寛 神原エネルギー産業（株） 

〃 中 岸 敏 昭 （株）中岸商店 

〃 中 川 正 道 （有）小松島ガス 

〃 畠 山 繁 輝 阿南農業協同組合 

〃 阿 部 美 範 麻植郡農業協同組合 

〃 長 田 光 男 （株）朝日産業 

〃 岩 野 健 司 （有）岩野商店 

〃 三木 仙一郎 三木商店 

〃 荒 野 富 子 津乃峰プロパン(有) 

〃 藤 澤 真 棋 藤沢商店 

〃 酒 井    勝 （有）酒井燃料 

〃 榎 本 光 孝 榎本石油（有） 

〃 岸 田 益 雄 岸田燃料（有） 

〃 立 川 一 廣 （有）立川商店 

〃 石 田    學 徳島液化ガス（株） 

〃 近 藤 浩 二 （有）金丸商店 

〃 多 田 政 枝 （株）正和 

〃 岡 田    積 徳島市農協ガスセンター 

監  事 加藤 真一郎 高山産業（株） 

〃 小 川 征 二 小川石油（有） 

〃 松 内 孝 史 徳島北農業協同組合 

（敬称略、順不同） 

エエエ
ネネネ
フフフ
ァァァ
ーーー
ムムム
ののの
導導導
入入入
推推推
進進進   

エエエ
コココ
ジジジ
ョョョ
ーーー
ズズズ
ののの
販販販
売売売
促促促
進進進   

六
月
二
十
三
日 

総
務
部
会
が
開
催
さ

れ
、
部
会
長
に
神
原
寛
氏
（
神
原
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
）
、
副
部
会
長
に
梶
田
正
司
氏

（
帝
国
プ
ロ
パ
ン
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
移
行
に
つ
い
て
の
今
ま

で
の
経
緯
及
び
進
捗
状
況
、
課
題
等
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、
主
旨
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
移
行
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
登
録
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
移
行
問
題
は
協
会
の
在
り
方

を
含
め
た
一
般
社
団
法
人
化
す
る
た
め
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
予
定
と
し

て
九
月
ま
で
に
定
款
、
内
規
、
公
益
支
出

計
画
等
の
草
案
を
作
成
し
審
議
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
事
務
局
）

一
般
社
団
法
人
移
行
へ
の
検
討 

JX 日鉱日石エネルギー㈱
 関西支店

兼 健太郎氏 

平
成
二
十
三

年
五
月
二
十
六

日
、ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
に
お
い

て
平
成
二
十
三

年
度
経
営
講
習 

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社 

関
西
支

店 

兼
健
太
郎
氏
を
迎
え
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
概
要
に
つ
い
て
」
の
講
習
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
会
員
お
よ
び
賛
助
会
員
な
ど
約

１
２
０
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
仕
組
み
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配
送
コ
ン
テ
ス
ト 

災
害
時
輸
送
訓
練
の
実
施 

六
月
二
十
八
日 
製
造
部
会
が
開
催
さ
れ
、
部
会

長
に
麻
野
怡
弘
氏
（
丸
善
商
事
）、
副
部
会
長
に
片

山
義
久
氏
（
ス
タ
ン
）、
逢
坂
祐
司
氏
（
ジ
ェ
イ
エ
イ

徳
島
燃
料
サ
ー
ビ
ス
）
の
両
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
の
課
題
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
討
議

さ
れ
ま
し
た
。
①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

Ｃ
Ｍ
が
放
送
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
顧
客
か
ら

見
た
配
送
員
の
対
応
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
現
場
サ
イ
ド

か
ら
見
た
両
イ
メ
ー
ジ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
高
め
る

た
め
に
は
配
送
員
の
資
質
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

配
送
の
基
本
的
対
応
を
見
直
し
、
配
送
品
質
向
上

の
た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
九
月
に
実
施
す
る
。
②

南
海
・
東
南
海
地
震
の
再
来
が
近
年
中
に
予
想
さ

れ
て
い
る
。
本
年
三
月
九
日
に
第
１
回
目
の
緊
急

支
援
物
資
供
給
訓
練
を
実
施
、
直
後
の
三
月
十
一

日
に
東
日
本
大
地
震
が
発
生
、
予
想
を
は
る
か
に

し
の
ぐ
大
災
害
と
な
っ
た
。
こ
の
実
態
を
検
証
し
、

輸
送
供
給
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
年
度
は
よ
り
内
容
の
あ
る
訓
練
を
実
施

す
る
。
③
二
次
災
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
に
有

効
と
さ
れ
る
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
一
日
現
在
の
調

査
で
約
５
０
％
の
設
置
率
と
な
っ
て
い
る
。
徳
島

県
内
で
高
圧
ガ
ス
ホ
ー
ス
の
流
通
過
程
で
は
、
ガ

ス
放
出
防
止
型
が
取
り
扱
わ
れ
て
お

り
、
設
置
率
は
向
上
す
る
は
ず
で
あ
る
。

普
及
率
向
上
の
た
め
に
前
倒
し
交
換
等

に
つ
い
て
推
進
を
図
る
。
④
エ
ネ
フ
ァ 

ー
ム
導
入
推
進
に
つ
い
て
は
自
ら
の
導
入
と
系
列

販
売
ル
ー
ト
を
と
お
し
た
導
入
推
進
を
積
極
的
に

進
め
る
。 

（
製
造
部
会
担
当 

副
会
長 

宮
﨑
一
成
）

    

 
六
月
二
十
三
日 

保
安
部
会
が
開
催
さ
れ
、
部
会

長
に
野
口
久
司
氏
（
ス
タ
ン
）、
副
部
会
長
に
三
栖

正
伸
氏
（
鳴
門
ガ
ス
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り

で
す
。
①
配
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
配

送
員
の
保
安
面
で
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
直
す
こ
と

と
し
た
。
製
造
部
会
と
協
調
協
議
を
重
ね
九
月
実

施
に
向
け
検
討
す
る
。
②
予
想
さ
れ
る
地
震
、
津

波
、
風
水
害
に
つ
い
て
消
費
設
備
は
安
全
機
器
が

付
加
さ
れ
安
全
度
が
向
上
し
て
い
る
が
、
容
器
か

ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
に
つ
い
て
は
安
全
装
置
の
付
加

が
少
な
い
。
特
に
高
圧
部
に
関
し
て
は
わ
ず
か
な

ガ
ス
量
で
あ
っ
て
も
拡
散
率
が
高
い
た
め
リ
ス
ク

が
大
き
く
な
る
。
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス

に
交
換
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
に
お
い
て
東
北
で
の
設
置
率
は
低
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
二
次
災
害
防
止
の
た
め

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
・
販
売
主
任
者 

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士 

試
験 

 

■
試
験
日 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日(

日) 

■
受
験
願
書
申
請
受
付
期
間 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付 

八
月
二
十
二
日(

月) 

 
 

午
前 

時
～
九
月
二
日(

金) 

午
後
５
時
迄 

・
書
面
受
付 

八
月
二
十
二
日(

月) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
８
時 

分
～ 

 
 

 
 

 
 

九
月
二
日(

金) 

午
後
５
時
迄 

■
お
問
合
せ
先 

 

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会 

徳
島
県
試
験
事
務
所 

 

電
話 

０
８
８(

６
６
５)

７
７
０
５ 

細
井
ま
で 

災
害
発
生
時
顧
客
対
応 

及
び

啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て に

は
根
元
で
断
つ
方
式
の
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧

ホ
ー
ス
に
交
換
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
使

用
し
て
い
る
高
圧
ホ
ー
ス
を
早
急
に
前
倒
し
交
換

す
る
よ
う
指
導
お
願
い
す
る
。
③
指
導
員
に
つ
い

て
は
保
安
技
術
専
門
員
が
幅
広
い
指
導
を
行
え
る

よ
う
に
講
習
育
成
と
増
員
を
図
る
。
④
今
年
度
は

近
畿
２
府
７
県
の
合
同
防
災
訓
練
が
十
月
三
十
日

に
徳
島
県
小
松
島
市
赤
石
埠
頭
で
実
施
さ
れ
る
。 

保
安
部
会
も
こ
れ
に
参
加
す
る
予
定
で

あ
り
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

  
 

（
保
安
部
会
担
当 

副
会
長 

和
西
輝
記
）

平成２３年度 支部説明会 開催
県との共催の指導説明会を開催します。必ずご出席をお願いします。 

No 開催日時 開催場所（所在地） 対象地区 

１ 
７月２６日（火） 
13:30～15:30 

南部総合県民局 
阿南庁舎 大会議室 
（阿南市富岡町あ王谷46） 

阿南支部 
川北支部 
丹生谷支部 
勝浦支部 

２ 
７月２９日（金） 
13:30～15:30 

南部総合県民局 
美波庁舎 大会議室 
（海部郡美波町奥河内字弁才天17-1）

海部支部 

３ 
８月 １日（月） 
13:30～15:30 

西部総合県民局 
三好庁舎 大会議室 
（三好市池田町マチ2415） 

三好支部 

４ 
８月 ２日（火） 
13:30～15:30 

東部県税局 
吉野川庁舎 大会議室 
（吉野川市川島町宮島736-1） 

吉野川支部 
上板支部 

５ 
８月 ３日（水） 
13:30～15:30 

西部総合県民局 
美馬庁舎 大会議室 
（美馬市脇町大字猪尻字建神社下南73）

美馬支部 
阿波支部 

６ 
８月 ４日（木） 
13:30～15:30 

東部県土整備局 
鳴門庁舎 大会議室 
（鳴門市撫養町立岩字7枚128） 

鳴門支部 
下板支部 

７ 
８月 ８日（月） 
13:30～15:30 

徳島県 JA会館  
別館２階 大ホール 
（徳島市北佐古一番町5-12） 

徳島北支部 
徳島南支部 
徳島西支部 
小松島支部 
名東・名西支部
神山支部 

注意：説明会に先立って１２時３０分から保険・共済の受付を行いますので 
    印鑑をお忘れのないようにお願いします。 

国
家
試
験
の
願
書
受
付
ご
案
内 

１０ 

３０ 
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フ
ァ
ー
ム
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
導
入
す

る
た
め
の
勉
強
会
、
施
工
現
場
の
見
学
等
、
今
や
れ
る
事

を
順
次
実
行
す
る
事
と
な
っ
た
。「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
」
実
現
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。
③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
廃
棄
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
回
収

し
、
そ
の
収
益
を
利
用
し
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
用
い

た
森
づ
く
り
制
度
「
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」

に
募
金
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
し
地
球
環
境

を
守
る
た
め
の
社
会
的
貢
献
が
必
要
で
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
事
業

と
し
て
皆
様
の
ご
理
解
と
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
青
年
部
会
長 

石
川
雅
史
）

節
約
を
考
え
る
な
ら
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン

ロ
を
勧
め
よ
う
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、

今
で
き
る
こ
と
を
、
今
や
ろ
う
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
お
客

様
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
！ 

 

全
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

詳
し
い
こ
と
は
別
送
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

要
項
ま
た
は
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
参
加
申
込
み
は
協
会
へ
） 

うれしい賞品！ 
 
 
 
 
 
1 等 現金 10,000 円    ( 300 名様)
2 等 日清オイリオ油セット ( 400 名様)
3等 商品券 1,000円    (2000 名様)

第
十
四
回
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧

ホ
ー
ス
の
設
置
率
は
、
５
０
．
７
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー

の
導
入
が
事
故
防
止
に
画
期
的
な
役

目
を
果
た
す
の
と
同
様
に
、
ガ
ス
放
出

防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
が
地
震
、
津
波
、

豪
雨
浸
水
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
二
次
災
害
の
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。 

(％) 

 
70.0  
 
50.0 

 
 
 
 
0.0 

第１回平成 16 年 9月    ～    第 14 回平成 23 年 3月

ガス放出防止型高圧ホース設置状況の推移 

50.7％

２３年度目標ライン
 

六
月
二
十
三
日 

青
年
部
会
が
開
催
さ
れ
、部
会
長
に
石

川
雅
史
氏
（
石
川
石
油
ガ
ス
）、
副
部
会
長
に
宮
﨑
智
史

氏
（
宮
崎
商
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
今
年
度
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
以
下
の
と
お

り
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
①
火
育
・
食
育
の
対
応
に
つ
い
て
、

子
供
が
も
っ
と
炎
の
料
理
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
、
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
に
各
委
員
が
地
域
の
小
学
校
、
地
域
の
消
費
者
に

呼
び
か
け
参
加
者
の
募
集
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
お
料

理
の
好
き
な
お
客
様
、
家
族
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
た
い
お
客
様
等
に
積
極
的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
②
太
陽
光
発
電
・
燃
料
電
池
（
エ
ネ

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の 

設
置
促
進 

本
年
度
は
７
０
％
の
目
標
で
す
。
高

圧
ガ
ス
ホ
ー
ス
は
、
早
急
に
ガ
ス
放
出

防
止
型
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の

更
な
る
普
及
を
致
し
ま
し
ょ
う
。 

第
十
四
回

調
査
報
告

今
回
の
調
査
で
は
、
２
９
１
販
売
店

か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
前
回
は
２
９
６
販
売
店
）

 

 

節
電
、
節
約

の
嵐
が
吹
き
ま

く
る
。 

今
年
こ
そ
、

今
こ
そ
、
省
エ

ネ
機
器
を
売
る

チ
ャ
ン
ス
！

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
＋
太
陽
熱
機
器
、
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
＋
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
…
お
客
様

に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
。 

 

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー(

３
口)

は
家
電
製
品
の
中
で
消
費
電
力
（
約
５

８
０
０
Ｗ
）
は
ダ
ン
ト
ツ
で
す
。
節
電
、

追
記 

 

平
成
二
十
三
年
度
「
民
生
用
燃
料
電
池
導
入

支
援
補
助
金
」
の
申
込
受
付
は
、
七
月
七
日
を

も
っ
て
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
た
め
、
締
切
り

ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（事
務
局
） 

ガス放出防止型高圧ホース(ガス放出防止器)平成２３年 

３月３１日現在 設置箇所数 
設置数 未設置数 設置率 

151,015 76,196 74,819 50.5% 
一般住宅 

(154,413) (69,674) (84,739) (45.1) 

7,054 3,722 3,323 52.8% 
集合住宅 

(7,179) (3,462) (3,717) (48.2) 

6,738 3,654 3,084 54.2% 
業務用施設 

(6,656) (3,215) (3,441) (48.3) 

164,798 83,572 81,226 50.7% 
合計 

(168,248) (76,351) (91,897) (45.4) 

※（  ）の数字は平成２２年９月末日に調査した数字です。 
 

火
育
・
食
育
に
つ
い
て 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦 
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